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区内の橋梁は大小合わせて979 橋あ

るがその内木橋が471 橋でこの内約

半数は改築又は補修によつて面目を一

新した。残余 の半数は何 れも寿命のな

い ものばかりで修繕なり改築なりを せ

ねばな らないが高額の工事費を要する

関係上区では重要な橋か ら徐 々に改築

を実施している。なお現在補修中の橋

は千住曙町綾瀬橋の修繕と新国道梅島

陸橋の高柵復旧工事である。工費―綾
瀬橋… … 1、533、100円　梅島

陸橋… … 581 、000 円
( 写真は綾瀬橋の復旧工事現場)
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昭

和25年度 執 行 の
足 立 区 の賄 ふ 予 算 について

区 の 行 政 を 円 滑 に 遂 行 し区 民各 位 の

福利増進を計るため本区で行つている

仕事行政事務は多種多様でありますが

要約しますと中学校、小学校、養護学

園等の学校教育、区民の体位向上、青

少年の補導、視覚教育、区立図書館の経営

等の社会教育事業、治水対策、道

路橋梁、下水道の維持修繕等の土木事

業、住宅建設、地代家賃統制事務その
他の建築事業、生活困窮者の扶助、生

業資金の貸付、児童の育成、生活協同

組合の指導、社会事業団体の助成、区

営浴場や共同作業所、保育園等の民生

事業、生活必需品の配給及び登録事

務、区内商工業の振興対策、農産物奨励

対策及び農業技術指導、主要食糧の

増産、虫害の防除その他農業協同組合の

指導等の産業経済、戸籍事務人口動

態調査、各種の選挙事務、区税の適正

を計り納得して納め得る区税であるため

の納税対策、貯蓄奨励等々各種の事務

や事業を行つて居ります。

この様にいろいろの仕事をするために必

要な経費( 予算) も又莫大な金額に達し

て居り、これ等の仕事や経費につい

ては、度々本紙で御報告も致し又区公

報やその他あらゆる機会に公表して居

りましたから皆様にはすでに御承知の

ことゝ思いますが、新地方税法の制度
により地方公共団体の財政面が充実さ

れ国税より地方税に重点が置かれまし

た今回、区民各位が区財政の在り方に

ついて更に一層の関心を持たれて居る
ことと存じますので、今回は本区で賄

つて居る予算( 昭和25年度1月1日現在) につい

て御報告致します。

ではこの内容と、それぞれの経費( 予

算) が、1世帯当り又は、1人当り何程

の金額に当るか計算して見ると別表の

通りであります。この表は予算の性格

上区経済と都経済に大分け致しました区経

済とは本区に直接収入になる区税

及び使用料手数料その他都からの交付

金等の財源で賄う予算で、都経済は都

が本区内で行う仕事を都にかわつて行

うよう依頼されこれに必要な経費を都

が委任してよこす予算であります。区

は この 二本 建 の 予 算 で 前 述 した い ろ い

ろ の 仕 事 を 行 つ てい るの であ り ま す。
以上足立区が賄う予算について概要を

申上げましたが今後も機会あるごとに

皆様の御参考になる資料を作り御報告

いたす考えで居りますが区民各位には

充分本区財政について御検討下され積

極的御支援と御鞭韃をお願い致します

足 立 区役 所 経 理 課

容 別1 世 帯 当 額 及 び 人 口1 人 当 額 比 較 表

予 算 種 別 内 容 説 明
( 1
)

( 2)
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食糧の増産 に寄与
足立区 水稲競作供進会賞状授与式

1月20日午後1時半から水稲多収獲

競作供進会賞状授与式が足立産業会舘

で行われた。経済課長の開会の辞に引

き続いて、別項の如き都農事試験場長

の審査報告、供進会長( 足立区長) の

挨拶その他来賓の祝辞の後、受賞者代

表山崎鐵五郞氏の答辞があつて閉会、

多 収 獲 に 関 す る 意 見 交 換 会 に 移 つ て 午

後4 時 散 会 し た 。

こ れ よ り 先GHQ の ミ ス ・ ウ イ ル ソ

ン 。 ミ ス コ ーリ ン グ が 来 区 、 日 本 の 農

家 と 農 耕 の 実 地 に つ い て 見 学 の た め 一

ツ 谷 、 西 加 平 方 面 の 農 家 を 視 察 、 ミ ス

・ ウ イ ル ソ ン は そ の 感 想 を 合 理 的 に 整

然 と し た 農 業 で あ る と 語 つ た 。

審査報告( 都農事試験場長松原茂樹氏)

出品は一枚田のものが多かつたが場所

により二枚田のものもあつた。これは

土地により品種が選ばれるためであろ

うが、足立区の今年の一等は一反歩当

り約3石8斗、朝日新聞主催の都下の

最多収獲高は約3石7斗1升で、ここ

にも足立区農民各位の真剣な土地と品

種に関する研究か思われて心強いこと

である。都で奨励する品種、必ずしも

土地に合う訳 ではないか ら、今後 とも
一層 の研究と努 力を まつ次第である。

共進会長( 大山区長) 挨拶要旨
本日都農地課長初め多数来賓の臨席を

みた ことは共 進会 長として誠に感謝す

る次第であります。
今審査会長の言つたごとく限られた土
地からは品種の研究と改良なくして増産は

のぞめない。 この点、都下第一の
産米 供出量を有している足 立区 の農民
各位は充分に意を 注がれたい。

受賞 者
1 等　 山崎鐵五郞　 普賢寺町
2 等　石鍋 通夫　 竹の塚町

須賀 博藏　 保木間町
富岡市三郞　 小 右衞門町

相原福太郞　普賢寺町

3等　谷古宇勝五郞、金澤林藏、淸水

秋藏、矢萩守作、小金井敏夫、

田口鶴吉、伊藤桃司、平塚政吉

新井喜一、石鍋初太郞

電 力 の節約に
御協 力下さい

す で に 新 聞 ラジ オ 等 で 御 承 知 の こ と と

思 い ま す が 、電 力 の 供 給 が 低 下 し が ち

に な る の に ひ き か え 需 要 が 最 近 著 し く
増 加 し 度 々計 画 停 電 の 危 機 を 招 来 して

お り ま す が 各 方 面 か ら の 要 望 もあ り こ
の 際 一 層 の 節電 協 力 を お 願 い 致 し ま

す 。
○ 日 没 後3 時 間 は電 熱 器 ア イ ロ ン 等 出

来 る だけ 使 わ ぬ こ と

○ 昼 間 電 灯 はつ け な い こと ○ 農 村 な ど
で は 仕 事 の 段 取 に より 日 没 後3 時 間

は モ ー タ ーを 使 わぬ こ と

○ 事 務 所 等 で は 電 熱 器 は 出 来 る だけ 使

わ ぬ こ と

明 る く な つ た 江 北 橋

江 北 橋 は 従 来 北 区 役所 で 管 理 せ ら れて

お つ た が 今 回 足 立区 民 の 要 望 に よ り 当

区 で 管 理 す る 事 にな つ た 。 そ こで これ

を 機 会 に 今 ま で 消 灯 の ま ま放 置 さ れ て

あ つ た 橋 梁 灯 を 復 旧 し24 基 点灯 す る

こ と に な つ た 。 これ に よ り 夜 道 は 危 い

とい う 通 行 者の 危 惧 も解 消 さ れ る と同

時 に 五 色 桜 の 復 活 運 動 が 叫 ば れて い る

昨 今 、 夜 の 江 北 に 一 つ の 美 観 を 添 え る

こ と に な つた 。

なお参考のたみ江北橋の全長は441

、45 米 有 効 幅 員7 、14 米 で あ る こ

と を 附 記 し て お く。

良 く な る道 路
新旧 国 道 の路 面 舗 装 進 む

本紙第35号で路面補修のため道路堀

鑿の制限をお知らせした島根新道と保

木間旧国道の路面舗装工事は目下請負

と直営で鋭意下記の通り施工中であ

る 。

1、島根新道( 指定府県道第25号
線)

請負者　　渡辺組

請負額　　1 、198 、000 円
( 外　現品支給額43

5、OOO円)
竣工予定　昭和26 年3 月26 日

補修内容
簡易瀝青乳剤舗装

西新井警察署寄り東武電鉄踏切

から小右衛門町巡査派出所附近
まで

2、保木間町旧国道( 府県道第4

号線)

請負者　　中江建設工業株式会社

請負額　　430、000円

( 外　現品支給額25

5、600円)

直営　　　足立区役所土木課

工費　　　212 木060 円

竣工予定　昭和26 年3 月10 日

補 修内容

簡易瀝青乳剤舗装

保木間町小宮木橋から国道4号
線水神交叉点まで

なお都直轄施行による西新井橋北詰か
ら西新井町に至る千住～鳩ヶ谷道路の

路面補修 も現在着工 中である。

◎ 新入学児童の

父兄におしらせ
1 、本年4 月1 日小学校へ入学す

る児童 は
昭和19 年4 月2 日か ら
昭和20 年4 月1 日 まで
に生 れた もので す

2 、区役所から就学通知 書が送付

されますが、 この通知書を受
取 られない方は

区役所 本所～教育課学事係
支所～庶務課庶務係

に申出て下 さい
その際米の通帳と印鑑持参の

こ と


